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　95％まで借金ができるというもので、しかも、
返さなくてはならない元利償還金の内、70％を
国が地方交付税で補填してくれるという制度で
すので、全体の事業費の３分の１程度の負担で
事業ができるメリットがあり
ます。これにも15年間とい
う期限があり、そういういく
つかの財政的に特別な措置が
無くなってくる中でのこれからの10年間という
わけです。

鶴岡　全ての事業を実施していくことは難しいと
いう状況で、住民の意識を盛り込みつつ、優先
順位を付けて、選択と集中を行っていかなくて
はならないと思います。

市長　その選択と集中について聞いてみた住民ア
ンケートがあります。市民意識調査というもの
ですが、優先的に力を入れてほしい分野と、多
少後回しにしても止むを得ないと思う分野につ
いて聞きました。優先的に力を入れて欲しい分
野は、保健・医療、高齢者・障がい者福祉、子
育てでした。一方で少し後回しになっても止む
を得ない分野は、地域コミュニティー施設と
か、スポーツ・文化、それから商工・観光など
が少し高めに出ています。

鶴岡　やはり市民生活に結びついた分野が重要だ
と感じているわけですね。そういうことが明確
になっているので、メリハリのある計画を立て
ていくことが重要です。いろいろな立場の人が
いる中で、総合計画をまとめているので、多く
の意見を反映していきたいと考えています。

市長　そういう選択と集中をしていくとしても、

最終的には市民の皆さまにご満足いただけるよ
うな市政をお届けしなければなりません。同じ
調査の中で、津市に愛着を感じていますかとい
う質問をしました。すると79.5％の人が感じて
いるとお答えいただいたのですが、これは４年
前と比べると5.9ポイントアップしています。
また、今後も津市に住み続けたいですかとお尋
ねしたところ、87％の人に、はい、とお答えい
ただいて、これも８ポイントアップしていま
す。愛着度や、定住志向が上がってきているわ
けですが、このデータともう一つ、個別の政策
にご満足いただいていますかとお尋ねしたとこ
ろ、４年前は不満という答えが比較的多かった
のですが、今回の調査を見ると満足が多くなっ
てきたようです。全体として市民の満足度が上
がってきているのではないかと思っているので
すが、いかがですか。

鶴岡　市民の満足度については、前回に比べる
と、不満の部分が減って満足の部分が増えてき
たわけですね。それから、従来不満を感じてい
た分野でも、その割合はずいぶん減ってきてい

るようで、良い市政をされて
きたことの表れではないで
しょうか。これからも、こう
いう状態が維持されるような

総合計画をまとめていきたいと思います。私が
勤務している三重大学の学生に聞いてみたとこ
ろ、地元に就職したいと考えている人がかなり
の割合でいるので、そういう人たちが働ける職
　

地元で就職を望む学生増
受け皿増やす取り組みを
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